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学校評価に係るアンケート結果について 

 

 本年度の大鳥中学校の教育活動等について、昨年１２月に在籍生徒と保護者の皆様にアンケート 

を実施いたしました。アンケート結果とそれを受けてその分析・考察をまとめました。 

 

※生徒アンケート（２６７名の生徒に協力してもらいました：回答率 83.7％） 

※保護者アンケート（１０３名の保護者の皆様に協力いただきました：回答率 32.3％） 

 

【在籍生徒の結果と分析・考察】 

◎学校活動に関する質問（全７項目） 

 

 

 

 

 

≪生徒のアンケート結果に関する分析と考察≫ 

今回のアンケートでは７項目中、６項目で「そう思う」「ややそう思う」の総計が約 90％以上の肯定的な数値となり、

昨年度より高い結果となりました。昨年度に比べ、子ども達の自己肯定感が向上していると考えております。今後の教育

活動の参考といたします。また、⑥（地域行事への取り組み）に関しては、コロナの緩和とはなりましたが、未だ積極的

に地域等の活動に係ることができない状況を表していると考えており、次年度の取組について学校として感染状況等を確

認しながら考えてまいります。 
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【保護者の結果と分析・考察】 

◎学校活動に関する質問（全７項目） 

 

 

 

 

≪保護者のアンケート結果に関する分析と考察≫ 

今回のアンケートでは７項目中５項目で「そう思う」「ややそう思う」の総計が約 80％以上の肯定的な数値となりまし

た。④の問（学校行事への取り組み）では 90％以上の肯定的な数値となり、学校に来て子どもの姿を見ることが出来たこ

とが高い結果になったと考えられます。しかしながら生徒と保護者の結果において、地域の活動への参加体制について大

きなずれがあり、生徒にとってもっと積極的に取り組みたいとの気持ちの表れと受け止めております。 

 また、保護者のアンケート回収数が 50％以下という低い現状を学校としては重く受け止めており、コロナ禍の影響で保

護者が学校に来校する行事等が少なくなったため、学校の様子が分からないことがその原因かと考えております。 

学校に対する関心の低下を表しているとも考えられるため、次年度は学校の教育活動の発信方法や、保護者が来校する

行事の工夫等を行い、その改善に努めてまいります。 

 

 令和６年度は今回のアンケート結果での数値分析やこれまでいただいた意見等を真摯に受け止め、職員全体で教育活

動・学校運営の計画に取り組んでまいります。 


